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〇イントロダクション 

我々はKVN 望遠鏡に新しく搭載する6-9GHz 帯円偏波受信機の開発を行っている。 

Korean VLBI Network(KVN) は3つのステーション、ソウル、ウルサンおよび済州島から成り、

480km の最大の基線長さを持つmm波長VLBI ネットワークである。KVN 望遠鏡は口径21

ｍで現在4 台の受信機が搭載されており、22GHz、43GHz、86GHz、129GHz と4 周波数を

同時観測することができる。 

我々が開発している受信機の目的は、KVN 望遠鏡に6-9GHz 帯を観測できる受信機を新し

く搭載し、6.7GHz 帯のメタノールメーザー等を観測することである。 

 

〇光学系設計 

この受信機は、他のＫＶＮ搭載受信機と同様に光学定盤上に設置される。ＫＶＮ望遠鏡に

は今現在22、43、86、129GHz と4 台の受信機が1つの光学定盤上に搭載されている。そ

のためＫＶＮの受信機室には複雑なビーム伝送系が構成されている。今回、この定盤上に

新しく6-9GHz 帯の受信機を搭載するが、ビーム幅が大きいため受信機サイズ、反射鏡等が

大きくなり、このままでは設置は困難であったため、取り外し式の平面鏡を光学定盤の中

心あたりに取り付け、新しくビーム伝送路を構成する方法をとった。 

 

図１．設計した6.7GHz帯受信機用光学系図 

 



 

 

光学系の設計はガウス光学手法を用いて行い、副鏡でのエッジレベルが-17dB、ミラーエッ

ジレベルが-12.5dBになるように設計を行った。ビームパターンの計算には物理光学手法で

計算を行うGRASP9という解析ソフトを使用した。計算周波数は6.7GHz、21m鏡は修正カセ

グレンで穴は副鏡の大きさである。フィードには理想的なHE11を使用、鏡面粗さや副鏡ス

テイ、オーミックロスは計算に含まれていない。その結果、開口能率75.6％、交差偏波特性

-22.08dBiを達成した。  

 

 

 

 

 

 

 

図２．光学系計算モデル 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まとめ 

・KVN 望遠鏡に6-9GHz受信機を搭載するための光学系を開発している。 

・ガウシアン光学を用いて新受信機用の光学系を構築し、楕円鏡、平面鏡の設計を行った。 

・開口能率75.6％、交差偏波特性-22.08dBiを達成した。 

・RF系やIF系等受信機の開発を進め、KVN望遠鏡への搭載を目指す。 

図 3．アンテナビームパターン 


